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附
則
第
七
条
の
五
の
見
出
し
中
「
附
則
第
十
二
条
の
六
第
四
項
第
一
号
」
を「
附
則
第
十
二
条
の
四
第
四
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
六
第
四
項
第
一
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
四
第
四
項
第
一
号
イ
」

に
、「
附
則
第
十
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
附

則
第
十
二
条
の
六
第
三
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
四
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
附
則
第

十
二
条
の
六
第
四
項
第
一
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
四
第
四
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号

中
「
附
則
第
十
二
条
の
六
第
三
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
四
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、同
条
第
三
項
中「
附

則
第
十
二
条
の
六
第
七
項
第
二
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
四
第
七
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
附

則
第
十
六
条
の
四
第
三
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
附
則
第
十
六
条
の
四
第

一
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
附
則
第
十
六
条
の
四
第
三
項
」
を
「
附
則
第

十
六
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
一
号
イ
中
「
令
和
五
年
度
又
は
令
和
六
年
度
」
を
「
令
和
七
年
度
又
は

令
和
八
年
度
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
附
則
第
十
二
条
の
六
第
三
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
四
第
三
項
第
三

号
」
に
、「
令
和
五
年
度
又
は
令
和
六
年
度
」
を
「
令
和
七
年
度
又
は
令
和
八
年
度
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
中
「
令
和

五
年
度
又
は
令
和
六
年
度
」
を
「
令
和
七
年
度
又
は
令
和
八
年
度
」
に
、「令

和
５
年
度
又
は
令
和
６
年
度

」
を
「令

和
７
年
度
又
は
令
和
８
年
度

」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
中
「令

和
５
年
度
又
は
令
和
６
年
度

」
を
「令

和
７
年
度
又
は
令

和
８
年
度

」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
六
第
三
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
四
第
三
項
第

三
号
」
に
、「
令
和
五
年
度
又
は
令
和
六
年
度
」
を
「
令
和
七
年
度
又
は
令
和
八
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
附

則
第
十
二
条
の
六
第
三
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
四
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
附
則
第

十
六
条
の
四
第
三
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中「
附
則
第
十
六
条
の
四
第
八
項
」

を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
四
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
の
項
及
び
第
四
項
第
一
号
の

項
中
「
附
則
第
十
六
条
の
四
第
三
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
」
に
、「
附
則
第
十
六
条
の
四
第
八
項
」を「
附

則
第
十
六
条
の
二
第
八
項
」
に
改
め
、
同
表
第
四
項
第
二
号
の
項
中
「
附
則
第
十
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
附
則
第
十

六
条
の
二
第
一
項
」
に
、「
附
則
第
十
六
条
の
四
第
六
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
表
第
五
項

の
表
以
外
の
部
分
の
項
中
「
附
則
第
十
六
条
の
四
第
三
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
」
に
、「
附
則
第
十
六
条

の
四
第
八
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

10

政
令
附
則
第
十
二
条
の
四
第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
、
同
項
中
被
災
家
屋
（
同
条
第
十
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
被
災
家
屋
を
い
う
。
次
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
区
分
所
有
に
係
る
家
屋
で
あ
る
も
の

又
は
同
条
第
十
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
分
所
有
に
係
る
特
例
適
用
家
屋
の
専
有
部
分
の
床
面
積
の
算
定
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ら
の
家
屋
に
共
用
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
こ
れ
を
共
用
し
て
い
た
又
は
共
用
す

べ
き
各
区
分
所
有
者
の
専
有
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
り
配
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
区
分
所
有
者
の
専
有
部
分

の
床
面
積
に
算
入
す
る
も
の
と
す
る
。

11

政
令
附
則
第
十
二
条
の
四
第
十
八
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

被
災
家
屋
又
は
政
令
附
則
第
十
二
条
の
四
第
十
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
被
災
償
却
資
産
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
被
災
償
却
資
産
」
と
い
う
。）を
所
有
し
て
い
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
、
被
災
家
屋
又
は
被
災
償
却
資
産
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
項
又

は
第
十
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
家
屋
又
は
償
却
資
産
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
代

附
則
第
六
条
第
七
十
四
項
を
同
条
第
七
十
八
項
と
し
、
同
条
第
七
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
」を「
附

則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
七
項
と
し
、
同
条
第
七
十
二
項
を
同
条
第
七
十
五

項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

76

政
令
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
土
地
は
、
当

該
土
地
（
当
該
土
地
と
一
体
と
し
て
管
理
又
は
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
を
含
む
。）が
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規

定
す
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
つ
き
国
土
交
通
大
臣
が
総
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
に
よ
り

市
町
村
長
の
証
明
が
さ
れ
た
土
地
と
す
る
。

附
則
第
六
条
中
第
七
十
一
項
を
第
七
十
四
項
と
し
、
第
七
十
項
を
第
七
十
三
項
と
し
、
第
六
十
九
項
を
第
七
十
項
と

し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

71

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
協
働
防
護
計
画
作
成

事
業
に
係
る
補
助
と
す
る
。

72

政
令
附
則
第
十
一
条
第
三
十
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
協
定
特
定
港

湾
施
設
は
、
同
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
き
国
土
交
通
大
臣
の
証
明
が
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

附
則
第
六
条
中
第
六
十
八
項
を
第
六
十
九
項
と
し
、
第
四
十
二
項
か
ら
第
六
十
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
条
第
四
十
一
項
中
「
第
四
十
五
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
六
項
第
一
号
」
に
、「
第
四
十
三
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十

四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
二
項
と
し
、
同
条
中
第
四
十
項
を
第
四
十
一
項
と
し
、
第
三
十
五
項
か

ら
第
三
十
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
三
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
五

条
第
十
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
三
項
第
二
号
イ
中
「
要
件
」
の
下
に

「（
次
項
に
規
定
す
る
小
規
模
な
鉄
道
事
業
者
等
が
事
業
の
用
に
供
す
る
代
替
車
両
又
は
非
代
替
車
両
に
あ
つ
て
は
、

及
び

に
掲
げ
る
要
件
）」を
加
え
、
同
号
イ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

当
該
代
替
車
両
又
は
当
該
非
代
替
車
両
が
有
す
る
客
室
内
の
照
明
器
具
、
前
照
灯
及
び
行
先
表
示
器
が
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
光
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

当
該
代
替
車
両
又
は
当
該
非
代
替
車
両
が
自
動
制
御
の
機
能
を
有
す
る
空
調
制
御
装
置
を
用
い
た
空
調
シ

ス
テ
ム
を
有
す
る
こ
と
。

附
則
第
六
条
第
三
十
三
項
第
二
号
ロ
中
「
要
件
」
の
下
に「（
次
項
に
規
定
す
る
小
規
模
な
鉄
道
事
業
者
等
が
事
業
の

用
に
供
す
る
車
両
に
あ
つ
て
は
、

及
び

に
掲
げ
る
要
件
）」を
加
え
、
同
号
ロ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

当
該
車
両
が
有
す
る
客
室
内
の
照
明
器
具
、
前
照
灯
及
び
行
先
表
示
器
が
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
光
源
と
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

当
該
車
両
が
自
動
制
御
の
機
能
を
有
す
る
空
調
制
御
装
置
を
用
い
た
空
調
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
こ
と
。

附
則
第
六
条
中
第
三
十
三
項
を
第
三
十
四
項
と
し
、
第
二
十
六
項
か
ら
第
三
十
二
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
条
第
二
十
五
項
中
「
燃
料
電
池
自
動
車
の
普
及
促
進
に
向
け
た
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業
費
」
を
「
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
普
及
促
進
充
電
・
充
て
ん
イ
ン
フ
ラ
等
導
入
促
進
事
業
費
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
六
項

と
し
、
同
条
中
第
二
十
四
項
を
第
二
十
五
項
と
し
、
第
十
八
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十

七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

18

法
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、
焼
却
装
置
、
溶
融
装

置
、
破
砕
装
置
及
び
圧
縮
装
置
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
属
す
る
搬
送
装
置
、
貯
溜
装
置
、
汚
水
処
理
装
置
、
ば
い
煙
処

理
装
置
、
押
込
装
置
、
梱
包
成
型
装
置
、
電
動
機
、
ポ
ン
プ
、
配
管
、
計
測
器
、
破
砕
装
置
（
溶
融
装
置
に
附
属
す

る
も
の
に
限
る
。）、
集
じ
ん
装
置
そ
の
他
の
附
属
設
備
（
ボ
イ
ラ
ー
、
温
水
発
生
器
、
蓄
熱
式
熱
交
換
器
、
選
別
装

置
、
梱
包
装
置
、
乾
燥
装
置
、
発
酵
槽
又
は
反
応
槽
（
再
生
利
用
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。）を
有
す
る
も
の
に

限
る
。）と
す
る
。

附
則
第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

102

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
五
項
に
規
定
す
る
償
却
資
産
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
土
工
、
土
留
擁
壁
、
橋

り
よ
う
（
架
け
替
え
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。）、
落
石
覆
い
等
設
備
及
び
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
施
設
で
あ
つ
て
次
に
掲

げ
る
線
区
に
存
す
る
も
の
の
う
ち
、
豪
雨
に
よ
る
被
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
に
新
た
に
取
得
し
た
部
分

と
し
て
地
方
運
輸
局
長
の
証
明
が
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

一

一
日
当
た
り
の
片
道
断
面
輸
送
量
が
一
万
人
未
満
の
線
区

二

一
日
当
た
り
の
片
道
断
面
輸
送
量
が
一
万
人
以
上
十
五
万
人
未
満
の
線
区
（
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨

物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
二
条
第

一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
事
業
の
用
に
供
す
る
線
区
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

三

一
日
当
た
り
の
片
道
断
面
輸
送
量
が
十
五
万
人
以
上
の
線
区
で
あ
つ
て
、
貨
物
運
送
を
行
う
列
車
又
は
運
賃
の

ほ
か
に
特
別
の
料
金
の
定
め
が
あ
る
旅
客
運
送
を
行
う
列
車
が
運
行
す
る
線
区

附
則
第
七
条
の
三
及
び
第
七
条
の
四
を
削
る
。
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